




2009 年に民主党政権が発足し､ 千葉景子氏が法務大臣に就任するや､ その発言もあっ
て､ にわかに､ 民法 (家族法) 改正､ 特に婚姻における夫婦の氏につき､ 選択的夫婦別姓








さて､ ｢氏｣ (うじ) は､ 本来､ いわゆる地縁や血縁を基にして一つの集団につけられた
名称であり､ その集団に属する誰彼であるという表現で個人を特定する手段になっていた
ものと考えられる｡ 氏の変遷の歴史的過程の詳細は置くとして､ この氏を制度的に明確な
ものとし､ 日本社会の根幹をなすものとしたのは､ 明治政府であった｡ すなわち､ 明治政
府は､ 民法 (旧法) においてその親族・相続編の中で､ ｢家｣ (いえ) 制度を確立し､ 氏を
























でいえば､ 確かに民法の規定を見れば､ 氏と関わって規定されているのは､ 祭祀承継だけ
であり､ 他には氏の異同と法律関係のあるものはない｡ 他方､ 夫婦については婚姻の際に
いずれかの氏で統一することを強制し､ 嫡出子についてはその婚姻中の父母の氏を称し､
非嫡出子については､ その母親の氏を称し､ 養子縁組をすると養子は養親の氏を名乗るも




































ととなる｡ その点､ 個人の尊厳ということからみれば､ 夫婦同氏を強制することは氏に個
人の呼称以上のものを求めることであってこの基準からは認められず､ 夫婦別氏を認める





































ろに要約されよう｡ １) 女性の職業・社会活動の不利益の解消､ ２) 氏の統一は男性の氏
によって行われており実質的に男女不平等､ ３) 選択的夫婦別姓であれば一人子の婚姻な
どで一方の家の氏を絶やすことが避けられる､ ４) 夫婦の氏の設定は任意であるべきであ
り他人が干渉すべきではない､ ５) 夫婦の一方に改氏を強制するのは人格権の侵害､ など
があげられる｡ 他方､ 同氏を主張する根拠としては､ １) 夫婦同氏は慣行として定着して
おり､ 家族の一体感を保持するうえで重要､ ２) 氏は家族の呼称であり個人の呼称ではな









を称する｡ 子の氏についてはその出生ごとに選択｡ ３) 夫婦同氏別氏対等選択型―婚姻時



































最後になったが､ 民法・家族法の改正は､ いわば､ 店晒し状態とされてきたのだがそれ
はこの夫婦別氏が主な問題とされ他の提案の改正も先送りされてきたといわれている｡ な
らば､ この別氏論争は文字通り棚上げし他の提案の実現を目指してほしいということであ
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